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2.14.4. その他の活動 
○仮設住宅における簡易商店システムの運用 
本研究室では，2011 年 3 月 11 日の東日本大震災以降，被災地への様々な IT 支援を行ってきました．その経験から，
災害復旧時の当事者間の意志疎通に関する研究課題である「災害コミュニケーション」について教育，社会実装を
目指した研究を進めています．2013 年度は，災害コミュニケーションに関する研究教育活動として，仮設住宅にお
ける無人販売のための簡易商店システムの社会実装と運用を行いました． 
 村山研究室では，研究室内で、無人販売のプリペイド型簡易商店システムを運用実験を実施してきました. 2012
年度より，このシステムを仮設住宅に導入し，立地の悪さや公共交通機関の便の悪さにより，買い物に不自由して
いる住民の方々への生活支援を行なっています．2012 年度から引き続き，2013 年度も，岩手県宮古市赤前地区の仮
設住宅で商店システムを運用しました．今回は，商店システムを改良し，被災地から遠隔にある大学から，ネット
ワークを経由して商品管理を行い，被災地への移動コストの削減を試みました． 
赤前地区の仮設住宅へは，2013 年 8 月 23 日から 2014 年 1 月 16 日まで，6回訪問しました．9月 11 日に，ネット
ワーク経由の商品管理機能を備えた新たなシステムを設置し，それ以降，約 40 品目，各品目 1 ダース程度の品揃い
で置き，2週間で商品の補充を行いました．商品の補充は，県立大学からの郵送により行いました． 
昨年度からの商店システム運用で，ようやく，被災者の方々から，積極的に何が欲しいという要望が寄せられる
ようになりました．例えば，カップ麺についても，ラーメン風だけでなく，焼きそば系等，様々な種類を取りそろ
えることも必要であることがわかりました．また，仮設住宅の方々より，サービスの持続性を強く望まれており，
単にプロジェクトとして行うのではなく，長期にわたり，安定したサービス提供も視野に入れて，今後も続けてい
く予定です．今後，システムを長期運用し，どの程度の運用コストを減らすことができたのかを検証していきたい
と思います．  
また，他の仮設住宅でも本システムの利用を検討しており，今後，複数サイトへのサービスも検討事項となって
います．さらに，品数の増加や，生鮮食料品などの取り扱いも考慮にいれると，大学のプロジェクトだけにとどま
らず，地域の商店等とも連携した手法や，一般のネット・ショッピングとの融合など，今後の展開について検討し
ていく必要があります．ショッピングは，生活上のエンターテイメントともなり，子供から大人まで，様々な世代
の生活の質を向上させるための観点からも，被災者の方々の生活向上に向け尽力していきたいと思います． 
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